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2 月 15―17 日、本プロジェクトの最大の行事であ

る、第 2 回メコン地域ワークショップをバンコク

近郊のナコンパトム県で開催しました。参加者は

カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナムから

の参加者、タイの MDT メンバー、BATWC の職

員、JICA 関係者、オブザーバー、など合計 80 名

を超えました。 
 

プログラ

ム構成は

2 日間の

ワークシ

ョップと

最終日の

視察の 3
日間でし

た。ワークショップは、プティパット社会開発福

祉局副局長による歓迎の言葉で幕を開け、続いて

サワニーBATWC 部長による今回のテーマである

「中央と地方の MDT の連携」に関する基調プレ

ゼンテーションが行われました。タイでは中央レ

ベル、地方 8 箇所、国際と三層からなる MOU（覚

書）が結ばれており、さらに各県に人身取引防止

センターが設置されています。他に、1300 という

ホットラインが全国どこからでも24時間通報を受

けつけ、それは各県にある短期シェルターにつな

がる仕組みになっています。このような縦横に張

り巡らされたメカニズムを活用しながら中央と地

方 MDT の連携により被害者保護が行われている

ことが説明されました。 
 

その後の各国報告は、まずタイから行われ、パヤ

オ県の社会開発人間の安全保障省県事務所のナン

タナーさんが報告しました。パヤオ県は、被害者

を多く送り出している県ですが、県、郡、村レベ

ルで MDT が活動しており、中央および近隣県の

MDT と連携しながら防止活動や社会復帰活動を

行っていると事例を挙げながら話されました。続 

いて、カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベト

ナムからの報告が行われ、各国における人身取

引に関する中央および地方の仕組みと課題が

率直に話されました。 
今回のワークショ

ップには日本から

お二人の短期専門

家に来ていただき

ました。日本政府の

人身取引対策の要

である内閣官房か

らは、高岩直樹参事

官補が来て下

さり日本にお

ける人身取引

の実情や政府

の取組みをデ

ータに基づき

説明されまし

た。また、10 数年日本で人身取引に取り組ん

でこられた吉田容子弁護士には、日本における

人身取引事例をあげながら、弁護士の立場から

見た日本における人身取引課題についての経

験を共有していただきました。 
 
JICA はメコン地域の国々で人身取引に関する

支援を行うために関係国で調査を実施してい

ますが、日本の取り組みや状況を伝える取り組

みは行ってきていませんでした。各国の参加者

は、今回、このような形で日本の取組みを知る

ことができたことを喜び、講義に大変興味深く

聞き入っていました。一方、タイからは既に 2
回も本邦研修として日本に派遣してきたので、

日本の実情を知る人が増えており、質問に対し

て、タイの MDT メンバーが日本の取組みにつ

いて追加説明する場面も見られ、知日派の層が

厚くなっていることに、プロジェク 
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トの成果が現れていることを実感しました。 
 

第 1 日

目 の 夜

に は 懇

親 会 が

開 催 さ

れ、長期

シ ェ ル

タ ー に

滞 在 し

ている子どもたちによる楽器の演奏やダンスが披

露され、参加者もお国自慢の歌を聴かせるなど、

昼間とは違った形で交流を深めることができまし

た。このような場面を通じて生まれる人間的なネ

ットワークの構築が、今後の地域レベルの活動に

役立つに違いないと思います。 
 

最終日の長期シェルター

視察では女性用と男性用

の長期シェルターを視察

しました。各国からの参加

者は、タイ政府の出費によ

り立派な外国人被害者保

護施設が運営されている

ことに深く印象付けられ

たようで、予算や人員配置

など運営面についても興

味を持ったようでした。 
 

毎回のことながら、海外からの参加者を招いての

ワークショップの開催に当たっては、準備と当日

の運営に多くの時間と人手と資金を要します。最

大の難関は言葉です。今回は英語を基本言語とし、

カンボジア語、ミャンマー語、ベトナム語、タイ

語、日本語の5カ国語の同時通訳を配置しました。

例えばカンボジア語で報告・質問すると、英語⇒

カンボジア語になるという経路です。しかし日本 
 

語の場合は、日本語―タイ語の通訳だったため、

日本語⇒タイ語⇒英語⇒各国語の順序で訳さ

れ、また質問も同じ順序で伝えられるので、質

問と回答にもかなりの時間を要しました。 
 
また、当日の運営に関しては、BATWC スタッ

フなど多くの人の協力が欠かせませんでした

が、今回は第 2 回目のためか、準備や当日の運

営の手順が非常にスムーズでした。事前にスタ

ッフなど主だった関係者 20 数名を集めて説明

会を行い、BATWC の部長自ら、ワークショッ

プの目的、各人の役割、当日の動きにいたるま

での細かな指示をされたことも、スタッフのコ

ミットメントを引き出すのに力があったもの

と思えます。このように、BATWC の多くのス

タッフが準備および当日の運営に関わってく

れたことで、プロジェクトの今年度最大の行事

を成し遂げることができ、相手国機関とのパー

トナーシッ

プが一層強

化されたこ

とを喜ばし

く思います。 
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